
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
丸
亀
」 
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
丸
亀
」 

さ
ら
な
る
飛
躍
に
「
創
意
と
工
夫
」 

平成23年度 
市政方針 
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平成23年度予算 

被災地の復興を願い 
広がる支援の輪 

財政課 蘂24-8803

被
災
者
支
援
・
災
害
復
旧
に
ご
協
力
を 

　
平
成
23
年
度
の
一

般
会
計
予
算
は
４
１

０
億
円
で
、
新
市
発

足
後
、
最
大
規
模
の

予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。子
育
て
支
援
や
、

安
全
・
安
心
な
生
活

に
必
要
な
事
業
を
積

極
的
に
盛
り
込
み
、

前
年
度
と
比
べ
24
億

円
、
率
に
し
て
６
・

２
％
の
増
加
で
す
。 

　
歳
入
で
は
、
一
般

財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
う
ち
、

個
人
市
民
税
が
景
気
悪
化
の
影
響
で 

　
わ
た
し
は
、
市
長
就
任
以
来
「
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
市
政
運
営
」
を

変
わ
ら
ぬ
政
治
信
条
と
し
、「
安
定
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
た

め
財
政
の
健
全
化
を
第
一
と
考
え
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。 

　
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
財
源

確
保
や
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
、
事
務

事
業
の
見
直
し
、
人
材
の
育
成
、
窓

口
業
務
の
改
善
な
ど
、
改
革
改
善
の

道
を
突
き
進
む
と
と
も
に
、
常
に
時

代
の
流
れ
を
敏
感
に
と
ら
え
、
独
自

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、「
自
立
と
創

造
」
の
仕
組
み
を
築
い
て
い
く
方
針

で
す
。 

　
本
市
の
将
来
発
展
に
向
け
、
次
の

３
点
の
課
題
と
関
連
施
策
を
重
点
的

に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
ま
ず
、
第
一
に
、「
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
教
育
・

保
育
施
設
の
耐
震
補
強
や
高
潮
対
策
、

河
川
の
排
水
対
策
な
ど
施
設
整
備
を

進
め
ま
す
。
台
風
や
高
潮
、
大
地
震

と
い
っ
た
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る

「
備
え
る
体
制
」
を
強
化
し
、
市
民

生
活
の
基
盤
で
あ
る
「
安
全
・
安
心

の
し
く
み
」
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。 

　
第
二
に
、「
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
児
童
の
健

や
か
な
成
長
と
社
会
に
参
画
す
る
女

性
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
保
育
環
境
の

整
備
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る
各

種
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
、
き
め
細

や
か
な
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
内
の
７
つ
の
全
学
校
群

で
、
「
連
携
型
」
の
小
中
一
貫
教
育

を
実
施
し
ま
す
。
従
来
か
ら
の
制
度

の
枠
組
み
を
越
え
た
新
た
な
仕
組
み

を
構
築
し
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持

っ
て
健
や
か
に
学
び
育
つ
教
育
・
保

育
環
境
を
整
え
ま
す
。 

　
第
三
に
、「
産
業
振
興
と
広
域
的
な

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
や
農
林
水
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、観
光
の
振
興
な
ど
、

本
市
の
地
理
的
優
位
性
や
資
源
を
活

用
し
、
産
業
の
総
合
的
な
振
興
策
に

取
り
組
み
、
雇
用
の
創
出
や
税
収
の

確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
中
讃
地
域
に
魅
力
の
あ

る
広
域
交
流
圏
を
形
成
す
る
「
定
住

自
立
圏
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、
周

辺
市
町
に
参
画
を
働

き
か
け
、
広
域
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。 

　
地
方
分
権
が
進
み
、

地
域
の
あ
り
方
が
大

き
く
転
換
す
る
時
代

に
あ
っ
て
、
平
成
23

年
度
を
さ
ら
な
る
飛

躍
の
年
と
し
て
、
魅

力
と
活
力
の
あ
る
「
ふ

る
さ
と
丸
亀
」
の
発

展
の
た
め
に
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
と
挑
戦
を

続
け
る
決
意
で
す
。 

　国内観測史上最大の地震「東北地方太平洋沖地震」と、これに

伴う津波により多くの方が犠牲となられました。亡くなられた方々

に対し謹んでご冥福をお祈りいたしますとともに、被災された

方に心からお見舞いを申し上げます。 

　本市は関係機関と連携し、被災地支援のために最大限の努力

をしてまいります。既に給水、消防隊を派遣しましたが、被災

地には一層の支援が求められており、保健師、技師など市職員

の派遣準備を整え、さらなる要請があり次第、直ちに派遣する

こととしています。さらに、救援物資として市の備蓄品を提供します。 

　被災地には一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。 

　なお、今回の災害を教訓として、本市の防災体制を再度検証し、地震や津波への

備えに万全を期してまいります。 
　丸亀市長　新井 哲二　 

　被災地に送る義援

物資を受け付けてい

ます。集まった物資

は、自衛隊を通じ、

茨城県に届けます。 

◆受付時間 
　午前8時半～午後7時（土・日曜、祝
　日は午後5時15分まで） 
◆受付場所 
　市民体育館 サブアリーナ（金倉町924番地1） 
◆受付品目 
蘆紙おむつ（幼児用・大人用） 
蘆バスタオル蘆飲料水蘆粉ミルク 
蘆保存食（3ヶ月以上常温保存可能なもの）
※いずれも新品か未使用、未開封で、賞味期限内のもの 

◆問い合わせ 
　蘂080-5665-0018（平日午前8時半
　～午後7時、土・日曜、祝日は午後5時15分まで） 
　受付時間、品目など、変更になる場
　合がありますので、ご確認ください。 

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
受
付
、 

募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た 

　
丸
亀
市
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、市
・

社
会
福
祉
協
議
会
の
連
名
で
、義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置

し
ま
し
た
。
被
災
地
の
早
期
復
興
の
た
め
に
、
あ
た
た

か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
・
共
同
募
金
会

を
通
じ
、
被
災
地
へ
送
金
し
ま
す
。 

【
義
援
金
箱
設
置
場
所
】 

蘆
市
役
所
本
館
１
階
受
付
蘆
各
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
蘆
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
蘆
各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
蘆
中
央
図
書
館
蘆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
蘆
飯
山
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
蘆
市
民
会
館
蘆
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
蘆
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　
福
祉
課
蘂
2
4
―
8
8
0
5
・
社
会
福
祉
協
議
会
蘂
2
2
―
5
7
0
0

義援物資義援物資の受け付け 義援物資の受け付け 

市税 

市債 

繰入金 
13億 
8457万円 
（3.4％） 

使用料及び 
手数料 
8億3717万円 
（2.0％） 

諸収入 
7億9372万円 
（1.9％） 

分担金及び負担金 
7億1051万円（1.8％） 

財産収入・繰越金・寄附金 
4億1824万円（1.0％） 

地方交付税 
68億1000万円 
（16.6％） 

国庫支出金国庫支出金 
5555億37663766万円万円 
（13.513.5％） 

国庫支出金 
55億3766万円 
（13.5％） 

県支出金 
25億964万円 
（6.1％） 

その他 
17億9830万円 
（4.4％） 

（43.2％） 
（56.8％） 

依存 
 財源 

（33.1％） 

（16.2％） 

135億 
　5289万円 

176億 
　9710 
　　万円 233億 

290 
万円 

66億 
4730万円 

■一般会計予算・歳入・性質別構成比 

歳入総額 
410億円 

自主 
 財源 
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けい 

環 境 課  
蘂24-8836

5月10日 
から 

予約申請 

5月10日 
から 

予約申請 
住宅用太陽光発電住宅用太陽光発電システムの補助補助 住宅用太陽光発電システムの補助 

初回接種を当面見合わせ 
子宮頸がんワクチン 

　市は平成市は平成２３年度から同システム年度から同システムの
設置や同システム付きの住宅を購入設置や同システム付きの住宅を購入
する人に補助金を交付します。する人に補助金を交付します。 

　市は平成２３年度から同システムの
設置や同システム付きの住宅を購入
する人に補助金を交付します。 

蘆ワクチンが安定供給されるまでの一時的措
　置です 
蘆高校１年生は、2年生になってから接種を
　始めても助成が受けられるよう期限を延長
　します 
蘆新規予約が可能になれば、対象者へ個別に
　通知します 

予約申請 
　５月10日貂～平成24年２月29日貉 

※設置工事着工前の予約申請が 

　必要、住宅購入の場合は、購 

　入前 

※予算超過時点で締め切ります 

交付申請 
　予約番号受理日～平成24年３月30日貊 

対象者 
①市内の自宅に発電設備を設置するか市内にシ

　ステム付きの自宅を購入する 

②電力会社と電力受給契約を締結済み（交付申請時） 

③受付期間内に予約申請と交付申請を提出 

④市税を完納 

⑤以前に市太陽光発電システム補助を受けてい

　ない 

※上記すべてに該当する必要があります。 

助成額 
　１キロワット当たり３万円、上限15万円 

対象システムの条件 
　一定の品質・性能が確保され、設置後のサポ

ートなどがメーカーによって確保されている物 

問い合わせ 
　環境課蘂24-8836

健康課 蘂24-8806

　子宮頸がん予防ワクチンが不足

しています。これを受けて当分の

間、すでに初回接種を済ませた人

の２回目以降の接種を優先し、初

回接種を差し控えることになりました。 

　初回接種が再開できるようになりましたら、

対象者に個別通知しますが、今後の報道などに

もご注意ください。 

４月６日は城の日 
丸亀丸亀城へ行こう！ 

 

４月６日は城の日 
丸亀丸亀城へ行こう！ 

 

４月６日は城の日 
丸亀城へ行こう！ 

 

丸亀城バサラ京極隊 
 大手一の門西側広場 
 午前11時15分デビュー 
 ダンスパフォーマンス（寸劇） 
 午後2時半、3時半 

丸亀城オリジナル和三盆販売 
 城内観光案内所のお土産ショップで 
 「丸亀」をかたどった和三盆を！ 

天守無料開放 
4月6日のみ 

丸亀城桜まつり 
4月1日貊～14日貅 

丸亀城ボランティアガイド 
　お城の魅力を紹介 
大手門広場で受付 

無料 

丸亀城鉄砲隊砲術披露 
　番所長屋北側広場 

　午前10時半、午後1時半 

大
幅
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
地

方
交
付
税
は
、
雇
用
の
創
出
や
地
域

資
源
を
活
用
し
た
経
済
の
活
性
化
、

高
齢
者
支
援
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
「
雇
用
対
策
・
地
域
資

源
活
用
推
進
費
」
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
１
億
２
０
０
０
万
円（
１
・

８
％
）
の
増
加
で
す
。 

　
繰
入
金
で
は
、
安
全
・
安
心
に
か

か
わ
る
施
設
整
備
や
各
種
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、国
・
県
支
出
金
や
合
併

特
例
債
を
充
当
し
た
後
の
財
源
確
保

に
、
特
定
目
的
基
金
か
ら
の
繰
入
金

９
億
８
８
０
０
万
円
を
充
て
ま
す
。

23
年
度
基
金
残
高
は
63
億
６
４
１
９

万
円
で
、
22
年
度
と
比
べ
９
億
５
４

４
１
万
円
の
減
少
の
見
込
み
で
す
。 

　
教
育
施
設
耐
震
化
な
ど
に
合
併
特

例
債
を
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
野
球

場
建
設
や
フ
ェ
リ
ー
建
造
に
も
市
債

を
活
用
し
、
建
設
地
方
債
は
前
年
度

と
比
べ
11
億
９
５
０
０
万
円
の
増
加

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
23
年
度

地
方
債
残
高
は
４
３
４
億
２
１
９
５

万
円
で
、
22
年
度
と
比
べ
39
億
６
５

１
０
万
円
の
増
加
の
見
込
み
で
す
。 

　
歳
出
の
48
・
２
％
を
占
め
る
義
務

的
経
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
４
億
２

６
０
０
万
円
（
２
・
２
％
）
の
増
加

に
な
り
ま
す
。 

　
人
件
費
は
、
職
員
給
与
（
退
職
手

当
を
除
く
）
な
ど
が
１
億
６
９
０
０

万
円
減
少
し
ま
す
が
、
議
員
共
済
負

担
金
や
定
年
退
職
者
の
増
加
で
、
前

年
度
と
比
べ
５
３
０
０
万
円
（
０
・

７
％
）
の
増
加
に
な
り
ま
す
。 

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
制
度
の

充
実
や
対
象
者
の
増
加
な
ど
で
毎

年
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
て
の
３
歳
未
満
に
対

す
る
上
積
み
や
、
景
気
悪
化
に
よ

る
生
活
保
護
費
の
増
加
な
ど
で
、

前
年
度
と
比
べ
８
億
５
０
０
万
円

（
10
・
３
％
）
の
大
幅
な
増
加
に

な
り
ま
す
。 

　
公
債
費
は
、
合
併
後
か
ら
進
め

て
い
る
教
育
施
設
耐
震
化
な
ど
合

併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業
の
借

入
金
償
還
が
増
加
し
ま
す
。
し
か

し
、平
成
初
期
に
実
施
し
た
事
業
の
借

入
金
償
還
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
前
年

度
と
比
べ
４
億
３
３
０
０
万
円
（
11

・
８
％
）
の
減
少
に
な
り
ま
す
。 

　
投
資
的
経
費
は
、
市
民
生
活
に
直

結
し
た
道
路
整
備
や
公
園
整
備
、
野

球
場
建
設
、
教
育
施
設
の
耐
震
補
強

や
保
育
所
改
築
な
ど
の
事
業
を
重
点

的
に
取
り
組
む
た
め
、
前
年
度
と
比

べ
13
億
９
８
０
０
万
円（
23
・
７
％
）

の
大
幅
な
増
加
で
す
。 

　
物
件
費
は
、
新
し
く
な
っ
た
公
共

施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
雇
用
対
策

の
委
託
料
、
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の

空
調
設
備
、
自
治
会
防
犯
灯
の
電
気

代
な
ど
の
新
し
い
財
政
事
情
の
要
因

に
よ
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
競
艇
事
業
か
ら
の
収
益
収
入
１
億

円
は
、使
途
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

新
設
の
競
艇
収
益
基
金
に
積
み
立
て

ま
す
。 

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
国
民

健
康
保
険
や
介
護
保
険
の
社
会
保
障

関
連
特
別
会
計
に
お
け
る
対
象
者
や

医
療
費
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
下
水

道
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
し
を
抑

え
た
こ
と
で
、
前
年
度
と
比
べ
28
・

４
％
の
増
に
な
り
ま
す
。 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
、
93
・
４
％
で
、
前
年
度
と
比
べ

１
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
に
な
り
ま
す
。 

特
別
会
計
　 

　
老
人
保
健
特
別
会
計
と
養
護
老
人

ホ
ー
ム
特
別
会
計
を
廃
止
し
ま
し
た
。

医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
で
、
８
つ

の
特
別
会
計
の
総
額
は
２
２
８
億
６

５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
６

億
１
５
０
０
万
円
（
２
・
８
％
）
の

増
加
で
す
。 

　
競
艇
事
業
会
計
は
、
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
、
平
成
22
年
度
か
ら
全
面

的
な
施
設
改
善
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
事
の
影
響
に
よ
る
来
場
者
の
減
少

も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
積

極
的
に
全
国
へ
情
報
を
発
信
し
、
事

業
の
継
続
性
を
確
保
し
ま
す
。 

　
水
道
事
業
会
計
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
老
朽
管
の
更
新
事
業
、
各
浄

水
場
の
耐
震
改
修
な
ど
、安
全
・
安
心

な
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

■特別会計・水道事業会計の規模 
会　　　計 当初予算額 

特

別

会

計

 

国民健康保険  

国 保 診 療 所  

公 共 下 水 道  

農業集落排水  

駐 車 場  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

介護保険サービス事業 

122億9700万円 

1億3200万円 

24億1400万円 

1億4540万円 

1億3700万円 

10億9900万円 

65億6700万円 

7420万円 

3.7 

10.0 

▲ 0.7 

1.7 

7.9 

1.2 

5.2 

▲ 8.4

水 道 事 業 会 計  40億2100万円 1.2

競 艇 事 業 会 計  617億9220万円 ▲ 9.4

増減率（％） 

繰出金繰出金 
4040億 
98999899万円万円 
　（10.010.0％） 

補助費等補助費等 
3636億 
74197419万円万円 
　（9.09.0％） 

義務的 
　　経費 

その他の 
　　経費 

投資的経費 

普通建設事業費 
　　　72億8646万円 
　　　　　（17.8％） 

物件費 
51億 
4347万円 
　（12.5％） 

繰出金 
40億 
9899万円 
　（10.0％） 

補助費等 
36億 
7419万円 
　（9.0％） 

公債費 
32億 
5649万円 
（7.9％） 

（48.2％） 

（34.0％） 

扶助費 

人件費 

（20.9％） 

（19.4％） 

85億 
　8630万円 

197億 
5909 
　万円 

139億 
5445 
　万円 

72億 
8646万円 
　（17.8％） 

79億 
1630 
　万円 

その他 
10億 
3780万円 
（2.5％） 

歳出総額 
410億円 

■一般会計予算・歳出・性質別構成比 


